
令和２年５月２１日
星野中学校だより

編集 校長 高橋 務

<学校教育目標>
郷土を愛し、将来を見つめ、賢く、優しく、逞しく生きる「星のっ子」の育成

<令和２年度重点目標>
①自分の将来像を描き、学習に打ち込む生徒の育成
②社会に通用する礼儀やマナーを身につけた生徒の育成

来週から学校再開
始業式や入学式を行ったものの、３月２日からのおよそ３ヶ月間

の臨時休校。来週２５日（月）から待ちに待った学校の再開となり

ました。子ども達はこの間、家庭学習を頑張ってきました。しかし、

家の中で過ごすことが多くなり、ストレスがたまっていたのではな

いでしょうか。

学校では、授業再開に向けて準備を進めてきました。学校で新型

コロナウイルスの感染が広がらないようにどうしたらよいか、遅れ

た授業の取り戻しやこれからの行事をどうやっていくかなど、様々な課題がありますが、職員、

生徒、保護者の皆様の力を結集してこの苦難を乗り越えていきたいと思います。

分散登校で喜びを
５月２５日の学校再開へ向けて、５月２１日・２２日に分散登校

を設定し、授業も行うことができました。生徒と教師が同じ空間で

生活し学び合うという、本来の学校の姿がもどってきました。生徒

も教師も笑顔でいっぱいでした。

これまで、学校や授業があるのは当然のことだと思い、何気なく

１日を過ごしてきた私達ではなかったでしょうか。そのありがたみ

を今回の臨時休校で痛感することができました。

学校運営協議会を開催
今日の複雑化した社会の中において、子ども達や学校が抱える課

題を解決するには、「地域とともにある学校」である必要性が叫ばれ

ています。そこで、保護者の代表や地域住民の方が委員となって、

校長の学校運営方針（どんな学校にしていくか）を承認したり、教

育員会や校長に意見したりする「学校運営協議会」を星野小・中学

校に設置しました。このような学校を「コミュニティ・スクール」

といいます。

４月２２日、「学校運営協議会」を開催し、星野小・中学校の校長

の学校運営方針を承認していただきました。学校だよりの表題に書いている「令和２年度重点

目標」をめざして、職員一同頑張っていきます。

保護者の皆様へお願い
５月２５日から学校は再開するものの、政府がいっている「新しい日常」で授業を行ってい

きます。お子様の登校前の検温、マスクの着用など引き続きよろしくお願いいたします。

また、これからの行事はほとんど未定です。決まり次第、早急にお知らせいたしますが、新

型コロナウイルスの感染の拡大状況や文科省、県教育委員会、市教育委員会の指針や指示で変

更もあり得ます。先が見通せずご心配かと思いますが、どうかご理解いただきますよう、よろ

しくお願いいたします。

星の空

学校運営協議会の様子

真剣に授業に臨む３年生


